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論文内容の要旨
【目　的】
コリンアセチルトランスフェラーゼ（ChAT）を用いた免疫組織化学染色はコリン作働性神経を
観察する最も信頼できる方法とされている。しかし、大部分のChAT抗体は末梢のコリン作働性神
経を染色することができず、喉頭においてもChATの分布を検討した報告はない。我々はChATの
変異型である末梢塑コリンアセチルトランスフェラーゼ（pChAT）を用いた免疫組織化学法にて、
ラット喉頭のコリン作働性神経の分布を検討した。更に喉頭のコリン作働性神経の投射と特徴を明
らかにするために、二重染色と脱神経実験を行った。
【方　法】
実験には成獣の雄ラットを使用した。深麻酔下でラットを潅流固定し喉頭を摘出した。後固定を
行い、タライオスタットにて喉頭の薄切標本を作成した。PChAT免疫組織染色はpChAT抗体を一
次抗体として切片と反応させABC法で染色した。二重染色はpChATとアセチルコリンエステラー
ゼ（AChE）とで行った。最初にpChAT免疫組織染色を施行し、次いでAChEをTago法を用いた
組織化学法にて染色した。外科的脱神経実験は一側の迷走神経切断と頚部交感神経切断を行った。
迷走神経切断は迷走神経を節状神経節直下で切断する方法と直上で切断する方法とに分けて行った。
頸部交感神経切断は頚部交感神経管を上、中神経節を含めて摘出する方法を採った。切断三日後ラッ
トを潅流固定しpChAT免疫組織染色を施行した。化学的脱神経実験は新生児カブサイシン処置を
行った。すなわち、カブサイシンを生後一日目と二日目の両日にラットの皮下に注射した。注射三
ケ月後ラットを潅流固定しpChAT免疫組織染色を施行した。
【結　果】
pChAT陽性神経細胞体は喉頭内の二カ所に集塊となって存在していた。陽性神経細胞体は声門
上部では上喉頭神経内枝に沿った部位に、声門下部では後輪状披裂筋の外側後方に局在していた。
PChATとAChEの二重染色では、全てのpChAT陽性神経細胞体はAChE活性を示していた。
pChAT陽性神経線経は内喉頭筋、喉頭腺、血管周囲と喉頭粘膜に広く分布していた。内喉頭筋で
は、PChAT陽性神経線椎はAChE陽性の運動終板に密に分布していた。迷走神経切断後、内喉頭
筋に分布するpChAT陽性神経線経は著明に減少した。喉頭腺の腺細胞と血管周囲には多数の細い
pChAT陽性神経線経が分布していた。これら陽性神経線経の分布は迷走神経および頚部交感神経
切断後も変化がなかった。喉頭粘膜では、PChAT陽性神経線経は上皮層と比べて固有層に有為に
多く分布していた。これら喉頭粘膜のpChAT陽性神経線経は節状神経節直下での迷走神経切断に
ヽ
て著明に減少したが、節状神経節直上の迷走神経切断では変化を受けなかった。新生児カブサイシ
ン処置は喉頭粘膜のpChAT陽性神経線経の分布に影響を与えなかった。
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【考　察】
喉頭は上喉頭神経と反回神経にて神経支配される。これらの神経には特殊内職性遠心性線推、求
心性線推、交感と副交感性の一般内臓性遠心性線経が存在する。これらの神経の中で、特殊内臓性
遠心性線椎と副交感性の一般内臓性遠心性線経がコリン作働性であることが生理学的に明らかにさ
れている。今回のpChATを用いた免疫組織化学染色から喉頭のコリン作鋤性神経の詳細な分布が
明らかとなった。
喉頭内に存在するpChAT陽性神経細胞体は内喉頭神経節に一致して存在していた。この神経節
は副交感神経節と考えられており、pChAT陽性神経細胞が副交感神経節に存在することが明らか
となった。次に、内喉頭筋に分布するpChAT陽性神経線経はAChE陽性の運動終板に分布してい
た。これらの陽性神経線経は迷走神経切断にて消失することから、迷走神経経由で内喉頭筋に分布
する特殊内臓性遠心性練経と考えられた。これに対し、腺組織と血管周囲に分布するpChAT陽性
神経線経は迷走神経や頸部交感神経切断にて影幣を受けなかった。腺と血管周囲に分布する神経線
経は内喉頭神経節に由来する節後線経であることが報告されており、これら陽性神経線経は副交感
性の一般内臓性遠心性線経と考えられた。投後に、喉頭粘膜に分布するpChAT陽性神経線経は迷
走神経切断実験により節状神経節に由来することが明らかとなった。喉頭粘膜の求心性線経は節状
神経節からの投射を受けることがわかっており、これらpChAT陽性神経は節状神経節に由来する
求心性線経であると考えられた。又、喉頭粘膜のpChAT陽性神経線経の分布は新生児カブサイシ
ン処置にて影響を受けなかった。この結果から、pChAT陽性の求心性線経は従来から報告のある
SPやCGRP陽性の求心性線経とは異なった線経であることが推察された。
【結　論】
今回の研究からラット喉頭のpChAT、すなわちコリン作動性神経の分布が明らかになった。
pchAT陽性神経は内喉頭筋に分布する特殊内臓性遠心性線雛、副交感神経節とその節後線経であ
る一般内蔵性遠心性線経、喉頭粘膜に分布する求心性線経に存在する。
論文審査の結果の要旨
これまで末梢のアセチルコリン作動性神経（コリン神経）を形態学的に同定する方法がなかった
ので喉頭のコリン神経の分布様式は不明であった。最近、末梢組織に発現する末梢型コリンアセチ
ルトランスフェラーゼ（pchAT）が発見され、pChATの免疫組織化学法を用いることにより、末
梢コリン神経系を明瞭に観察することが可能となった。本研究は、このpChAT免疫組織化学法と
除神経実験を組み合わせ、ラット喉頭コリン神経の分布を検索したものである。
その結果、
1）コリン神経細胞体は副交感神経性の内喉頭神経節に存在する、
2）内喉頭筋に分布するコリン神経線経は癖殊内臓性遠心性腺経である、
3）喉頭腺と血管周囲k分布するコリン神経線経は内喉頭神経節に由来する副交感性節後線経であ
る、
4）喉頭粘膜に分布するコリン神経線経は節状神経節に由来する求心性線経である、
などが解明された。
本研究は喉頭のコリン神経の分布様式を初めて明らかにしたものであり、博士（医学）の学位授
与に債するものと評価された。
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